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被
爆
県
長
崎
内
で
の
「
核
の
ご
み
問

題
」
に
つ
い
て
、
対
馬
市
議
会
特
別
委
員

会
は
原
発
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
「
核
の
ご
み
」
の
最
終
処
分
場
の
候

補
地
選
定
に
向
け
た
文
献
調
査
の
受
入
れ

を
め
ぐ
り
、
推
進
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て
僅
差
の
賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。
風
評

被
害
が
長
崎
県
内
で
も
大
き
く
起
き
る
恐

れ
が
出
て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
県
市

長
会
会
長
で
あ
る
市
長
と
し
て
、
ど
う
考

え
る
か
。
長
崎
県
と
し
て
平
和
行
政
の
共

有
と
充
実
化
を
提
言
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

対
馬
市
の
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た

い
。
本
市
は
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て

お
り
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
反

核
・
平
和
の
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

県
へ
の
市
独
自
要
望
事
項
の
中
で
、

島
鉄
に
関
す
る
要
望
内
容
は
。

　
　

島
鉄
は
日
常
生
活
を
支
え
る
輸
送
機

関
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
毎
年
継

続
し
て
要
望
。
内
容
は
鉄
道
の
再
構
築
支

援
。
今
後
、
バ
ス
運
転
手
な
ど
の
労
働
不

足
が
心
配
さ
れ
、
支
援
制
度
の
構
築
を
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
独
自
に

第
２
子
、
第
３
子
な
ど
、
負
担
が
大
き
い

家
庭
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、
少
し
ず

つ
で
も
改
善
し
て
い
く
こ
と
。

　
　

知
事
会
、
市
長
会
の
同
一
行
動
と
し

て
、
国
へ
の
要
望
の
最
重
要
点
課
題
と
し

て
取
り
組
み
た
い
。

　
　

全
国
的
に
中
小
企
業
の
倒
産
が
増
え

て
い
る
。
業
績
が
戻
っ
て
い
な
い
こ
と
が

要
因
。
本
市
で
の
実
態
は
。
地
場
産
業
の

継
続
と
労
働
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
県
最
賃
８
９
８
円
の
周
知
を
。

　
　

多
く
の
業
種
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材

料
費
、
人
件
費
な
ど
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
借

入
れ
へ
の
返
済
負
担
な
ど
経
営
環
境
は
依

然
厳
し
い
状
況
。
賃
上
げ
に
よ
る
経
費
の

増
加
は
経
営
の
悪
化
を
招
く
が
、
賃
上
げ

の
取
組
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
の
推
進
を
求
め
る
。

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
の
復
活
を
。 

　
　

誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

普
及
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
現
在

オ
ル
レ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
オ
ル
レ
島

原
コ
ー
ス
を
磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、
身
寄
り
の
な

　

い
高
齢
者
支
援
と
認
知
症
対
策
を
問
う

◇
ご
み
減
量
化
対
策
に
つ
い
て
、
生
ご
み

　

堆
肥
化
装
置
の
設
置
を
要
求

　
　

ご
み
の
行
方
が
知
り
た
い
。

　
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
再
生
処
理
業
者

に
お
い
て
再
資
源
化
さ
れ
、
製
品
の
原
料

と
し
て
利
用
。
リ
サ
イ
ク
ル
経
費
は
中
間

処
理
委
託
料
約
７
０
０
万
円
。
有
償
取
引

で
約
１
１
０
０
万
円
の
収
入
。

　
　

活
字
が
小
さ
く
読
み
に
く
い
が
。

　
　

読
み
や
す
い
工
夫
を
す
る
よ
う
に
し

た
い
。

　
　

対
象
を
第
１
子
目
か
ら
に
広
げ
ら
れ

な
い
か
。

　
　

令
和
５
年
２
月
か
ら
国
指
導
で
「
出

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
」
が
ス
タ
ー

ト
。
妊
娠
届
出
、
面
談
終
了
後
２
万
円
。

出
生
届
出
、
面
談
終
了
後
５
万
円
支
給
。

第
１
子
目
か
ら
支
援
す
る
制
度
に
変
更
し

た
。

　　
　

現
在
、
ど
う
い
っ
た
団
体
に
説
明
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
　

市
校
長
会
、
市
教
頭
会
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
長
会
議
、

町
内
会
・
自
治
会
連
絡
協
議
会
な
ど
16
団

体
。

　
　

意
見
は
出
て
い
る
か
。

　
　

や
む
を
得
な
い
、
早
め
に
進
め
る
べ

き
と
理
解
が
得
ら
れ
る
一
方
、
登
下
校
に

関
す
る
こ
と
、
実
施
時
期
に
関
す
る
こ
と
、

公
民
館
の
存
続
に
関
す
る
こ
と
、
中
学
校

へ
の
進
学
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
再
編
に

合
わ
せ
た
街
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

再
編
計
画
は
い
つ
ま
で
に
つ
く
り
上

げ
る
の
か
。

　
　

あ
る
程
度
市
民
と
の
合
意
形
成
が
図

ら
れ
た
ら
、
再
編
基
本
計
画
を
策
定
し
た

い
。
時
期
は
明
確
に
定
め
て
い
な
い
。

　
　

無
料
入
浴
券
の
利
用
は
固
定
的
。
現

在
の
利
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

毎
年
平
均
30
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
別
の
も
の
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
多
く
な
っ
た
場
合
は
、
市
の
他

の
施
設
の
入
場
券
や
利
用
券
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て　
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